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高知県におけるStellanだ瓰s。tus　fal。治s

（Family　：　Heterophyidae）の人体寄生例について
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横川吸虫Me 　tag’
・，jj。IUS　yokogavuai　（Katsurada ，　1912）Katsurada

，　1912 を始 めとする異形吸虫類（Heterophyi －dae

） の我国における研究は1912 年 横川定によって横川

吸虫の被襄幼虫が鮎から発見されたことに始まり，その

後恩知・西尾（1915，　’16，　’24），浅田（1928），越智（1931）

等により異形吸虫類が発見研究され，それ等の生活環が

陸続と究明されるに及んだ。

これ等の異形吸虫類の中で ぷぶantchasmus に属する

吸虫類は，前記恩知・西尾（1915） の発見に緒を発する

が，その後勝田（1931，　’32） の台湾における幾多の研究

によりその発育史の全貌がほぼ明らかになったにもカパ

わらず其の後現在に至るまで，これ等小形の吸虫類につ

いて，その検査法に確実なものゝないこと礼 虫卵によ

る分類に多くの問題を含んでいる為，その人体寄生例は

わずかに広島県（赤木ら，　1953），岡山県（高橋，　1929　；

富永ら，　1946）並びに中国地方（浅田ら，　1952） からの

報告を見るにすぎない。しかしながら中間宿主について

は恩知・西尾（1915 ）の福岡県のボラj 血がI　cephi山s ，

高橋（1929）の岡山県におけるボラ，太田垣（1952） の

広島県におけるボラ，金光（1953） の福山のボラ，太田

垣・金光（1953）の広島県からのボラ，メナダ £沁J　，々 －nada

，マハゼAcanthogobius 　flavi。lan。s，高林（1953）

の山口県吉田川産ボラ，メナダ，高木（1954） の岡山県

におけるボラ，メナダ，青景（1956 ）の山口，広島，岡

山，兵庫の各県におけるボラ，メナダ，山口（1959）及

び三島・山中（1959）の徳島，高知，愛媛，香川各県にお

けるボラ，メナダについての報告，叉最近浅田ら（1964）

により，その被嚢幼虫が瀬戸内海，四国海域，九州海域

地方で広汎に分布していると述べられ，我国各地に産す

るであろうことは考えられるが，高知県からの人体感染

の報告には未だ接しない。
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著者らは毎年各地の保建所並びに衛生研究所からの講

習生に対して講習の為の材料採集の為に各自の糞便を呈

出させ，それについて各種の検査を行わしめているが，

それ等の者の中で近年（1963，　’64）高知県出身者に ＆ぷ一

息坩訪心回巧 に属する吸虫が発見される事実を認め，そ

の種の決定を行うと共に，同地方が人体感染の新流行地

の一つであると考えられるので，こ 剄こ報告する．

検査の対象並びにその方法

前述せる如く，毎年集る各保健所並びに衛生研究所勤

務の衛生検査技士を対象に，クェン酸緩衝液遠沈法，硫酸

亜鉛浮游法，口紙培養法を併用して，糞便検査を行った．

検 査 成 績

1963 年，　1964 年 両年の検査成積は第1 表に示す様に

殆んど鉤虫・蛔虫等は検出されなかったが，横川吸虫や

鞭虫等，現在幾つかの問題を残している寄生虫卵保有者

の多いのが目立ち，中でも横川吸虫感染者は地域特異性

を示しており，その地方における横川吸虫の高度の浸淫

を意味するものと考えられた．又横川吸虫感染者の中で

高知県出身の2 名 には横川吸虫卵と異なる虫卵が混在し

ているのを認め， 駆虫 によってそのものが下記 の 如くStellantchasmus

ル 臨it　us　Onji　＆　Nishio，　1915であ るこ

とを認めた．

（14 ）

横川吸虫卵保有者とその駆虫

第1 例：

高知県在住の45 歳になる1 女性．

義父が魚釣りが好きで，毎日ボラ，アユ等の淡水，半

鹹水魚をとってきてはサシミ，酢味噌等にして食べてい

たと言う．



年 度

一 一 一

1963
1964

被検者数　　 有卵者数

36
28

10（27 ．8％）9
（32 ．1％）

第1 表　 糞 便 検 査 成 績

蛔 虫 卵

保有者数

1（2．8％）＊＊

鞭 虫 卵
保有者数

3（84
（14

3 ％ ）3

％ ）

横川吸虫卵
保 有 者 数
一一 ‥－－4
（11．1％）＊4
（14．3％）＊

蟯 虫 卵
保有者数

1（3 ．6％）

＊：大阪府，広島県，愛媛県，高知県，宮崎県，鹿児島県での勤務者，高知県の出身者は共にStellantchas
。z。
剔かIcatus との二重感染者

＊＊：但し不受精卵

Case
Case

1

2

大 腸 ア メ ー

バ 保 有 者 数

一一 一 一一一一1
（2 ．8％ ）1

（3 ．6％ ）
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駆虫成績：

駆虫の成績は第2 表に示す様に第1 例，第2 例共に横

川吸虫の他に非常に 小型の吸虫，即ち ぷellantchasmusSp

．の寄生を認めたが， その寄生数は第1 例は横川吸虫

よりもむしろ ＆j たZが訪αよmus　sp．の方が多く，第2 例

では逆に ＆ぶαがchasmus　sp．　はわずか6 隻 にすぎなか

った．しかしながら両者共完全に駆虫することは出来ず

カマラ投与後3 日目の糞便中には未だ虫卵が見出された

（第2 例 においては投与前EPG　22 ，800であった もの

が投与後では5 ，000であった）．

虫卵及び駆出 没EZ必がchasmus 　sp．について：

虫卵

虫卵の大きさは20 個体の測定で24 ．95μ（23 ．7～26 ．2

μ）×12 ．19μ（11 ．2～13．3μ）を示し，同時寄生の横川吸

虫卵29 ．40μ（27．9～32 ．2）×15 ．92μ（14 ．3～19 ．8）　（25 個

体測定）よりやいJ さヽかった（第3 表）．

糞便中の卵の色は横川吸虫卵や肝吸虫卵と同様帯黄淡

褐色を呈し，中央部よりも後方部において最も幅広く，

後端は鈍円となり，前方に向って少し狭くなっており，

やり 干吸虫卵に似ている．前端には小蓋を有し，蓋との

第2 表　 駆 虫 成 績

Aを たigoni。IUS　jy。kogawai　　 ぶなllantch αs／nus　sp．　　Total

9

39

531

1 ，0896

虫

－

種

1，1289
，537

第3 表　Stellantchasmu∫属の卵子の大きさ（μ）

報　告　者　　　 計測個体数　　長　　　径
－　　　　　　　　　 －－
著　者　ら（1964）　　20　　23 ．7―26．2（24．95）

（1932 ）
－
（1931）

100

10

－

20

一一15

（　15　）

25
23
24

－28
－27
－27

短

11 ．2―13 ．3

27 　 ）　13 　 ―26

　 ）　13 　 ―25

　 ）　12　 一
一一 一一一　　 一

15
15
15

22 ．4―24．0（23 ．3）
－一一一 一 －18
．0―24 ．0（21．0）

径
－
（12

－
（14
（14
（13

19 ）

12 ．8―14 ．4（13 ．8）12

．0―15．0（12 ．0）

特記すべき自覚症状なし

第2 例：

高知県在住の1 男性，35 歳．

アユは毎年サシミ等で食べ，糞便検査約3 ヵ月前（1963

年10 月5 日頃）にもアユやノヽ ヤを食べたと言う．ボラを

食べた記憶はないと言う．

自覚症状なく，1 日1 回の便通あり．

駆虫方法：

両者は共に投与前日昼食，夕食を絶ち，就寝前，フェ

ノバール0 ．5　gmを服 用，翌朝食事をすることなくカマ

ラ20 　gmを一度に服用， 以後安静を 保ち，2 時間後に

下剤 として硫酸 マグネシウム20　gm　を服用させた．カ

マラ投与後は，翌朝の排便までの全てを1 回毎に各容器

に採集し，水を加えて静置しては上清を捨て，数回くり

返した後沈渣を少しづs ，ペトリシャーレにとり，実体顕

微鏡下に虫体の数を記録しながら分離採集し，一部は軽

くスライドグラス上で 圧平後Bouin 液 で固定し， 型の

如くアノレコール脱色， 脱水の後，　Haematoxylin あるい

はAlum －carmin 染色標本として 種類の同定並びに計測

に用いた．

＆d ＆が訪む。zzフタルIcatus　　t 高橋

富永
－
Stellanだhasmus　pseudocirrata 勝田

－　　　 一
＆ぷαがchasmus 　formosanus　 勝田
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種 類　　 計 測 者

著 者 ら
（1964 ）

ぶなZZα。Z訪 心 ，μ。ざ

ル た
どitll∫

Stella 。たyX心 ，μ略formos

どμ？冫び

恩地・百尾
（1915）

Stella が油 心 。。，j　　勝pseudocirrata

（1931 ）

田

田

（1932 ）

訐　測

個体数

5＊

－

20

20

体　 長 体　 幅

第4 表　 各Stella 。tchas。，x，夕

口　　吸　　 盤

長　 径 幅　 径
－
長　径

455 ―609　210 ―308　32 ．7―35 ．0　37 ．3―53 ．7　18 ．7―30 ．3

（521．3）　（265．5） （34．1）

470―390　240 ―190
（440）　 （220）　 （55）

－

324 ―558　126 ―210　　　30―51

（379）　 （工57）　 （37）450

―648　198 ―324　　39 ―69

移行部は小隆起している．しかし肝吸虫卵に比べると明

らかにその隆起は著明でなく，又肝吸虫卵の卵殻表面に

見られる様な亀甲状の紋理はみられない．卵内容はmi －racidium

に発育している（写真1 ～3 ）．

成虫

体の外形は略卵円形で，体の中央部で最も幅広く，後

端は鈍円，前方に向って稍狭くなり前端は多少尖鋭であ

る． その長径は 圧平標本に おいて521 ．27μ（455．00～609

．00μ），幅は265 ．53μ（210．00～308．00μ）を示し（第4

表），体色は帯黄淡褐色で や！ゝ 透明， その外表には体

前方より斜めに後方に向って小皮隷を密生するが後方に

になる従ってや5，疎になり，後端には全くそれを欠いて

いる（写真4 ）．

囗吸盤は体前端の腹面に向って開き，大きさ34 ．06μ

（32 ．67～35 ．00μ）×45 ．73μ（37．33～53 ．67μ）・

消化器系統は口腔に始まり，前咽頭丿因頭，食道に連な

り，食道はやがて左右に2 分して腸管となり，腸管は体

側にそって後走し，睾丸の約1／5前端に達し盲端に終る．

生殖器系統中，一対の睾丸は体後端において体の両側

の大部分を占め，短ダ円形で，左睾丸は稍前位にあって

や いjヽ さい．その大きさは右90 ．19μ（56 ．00～140．00μ）

×65 ．32μ（56．00～81．67μ），左88 ．65μ（63．00～109．67

μ）×73 ．86μ（58 ．33～81．67μ）である．

貯精のうはすこぶる著明で斜に右の腸管にそって紡錘

状の体を横たえ，長径99 ．15μ（93．33～116．67μ），幅46．67

μ を示し，外壁は斜走する筋繊維が交互に走り，紡錘状

（574 ）

（　16　）

（238） （53 ）

（45．7）

－
36―48

（41 ）

45―69

（58）

（25 ．2）

（35）
－

27―45

（33）

－
30 ―45

（34 ）

＊ 全てBouin 液固 定による圧平標本

のHaematoxylin に染まる精子を入れた内腔は射精管に

連り，射精管は迂曲して腹吸盤に開口する（写真5 ）．

卵巣は腹吸盤の後方にあり， 略球形に近く65 ．33μ×70

．00μ である．

受精のうは卵巣の右後方部にあり，卵黄巣は小塊状で

体後方において点々散在する．

又体後部には多数の虫卵が見られる（写真3 ）．

考　 察

人体寄生吸虫類の中で，最も微小な吸虫類であるHe －terophydae

の研究は，これ等吸虫類が吾国のみならず，

世界各国に分布する為，かなりの研究がなされ，　Philip－pin

のAfrica　d　al．　（1935 ）の報告によると 同科に属す

る吸虫類の人体感染において，その卵子が往々血行を介

して随所に移行栓塞し発症する病型（腸異型吸虫症，心

臓異型吸虫症，脳異型吸虫症，脊随異形吸虫症等）のあ

ることを報告している．

我国に おいては前述 の如く， 横川定による 横川吸虫

（Aかたigommus 　yo加即w ，77） の発見に端を発して各種の

人体寄生の異型吸虫類，即ち有害異型吸虫（任加ropl．び6heterophyes

　no回心Onji　et　Nishio，　1915），高橋吸虫

（M どXα即功 心s　jy。加即w ぷtakahashi　Suzuki ，　1930 ―

横川吸虫との 異同は未だ残された問題であるー），鎌形

異型吸虫（＆ぶ，四だhas／・ius　falaぬお　Onji　et　Nishio，1915

）， 前腸異型吸虫 （弓湎ぶ砂臨2 回 心s　Onji　etNishio

，　1916）等数多くの種類が発見され 報告されてき



一 一 一 一

－

属虫体計測一覧（μ）

頭

一 一 一 一 一

幅

←

径

32 ．7―42 ．0

－

（37．8）

（25 ）

一一　－15

―24

（19 ）

30 ―45

（36 ）

37

腹 吸 盤

．3―53
（42．0）
×

（37）
－

24 ―39

（31 ）

39 ―45

（42）

7

睾
一 一 一

右

－　　 一 一5H
．　0―140 ．1

（90 ．2）
×

56 ．0―81 ．7

（65 ．3）
－

－ 96

×

78

51 ―93

（71 ）

×

38 ―84

（54 ）
－ 一一72
×120

（104 ）

×

60 ―99

（72 ）
－

63

丸

－
．0―109．7
（88．7）

（Hemato χylin－eosinあるいはAlum　carmin　 染色）

長
一 一 一

93

たが，他の重要な寄生蠕虫類の研究に急がしくそれ等の

研究の影に姿をひそめ，その研究はやlゝ おくれ，又予防

医学的にも一般民衆の関心もうすい様である．

しかしながら，我々日本人の食生活の面から考えても

又実際に著者ら（1964）の調査において払　 地域によっ

てはその殆んど全員に横川吸虫の寄生が認められる地方

もかなりある事実は文明人として山々しき問題と考えら

れるのである．

著者らはこれ等の観点に立って，ここ数年来横川吸虫

を始めとするHeterophydae に関する各種の仕事に手を

染めてきたが，近年，横川吸虫と異なる微月ヽ 吸虫が高知

県出身者より発見される事実を認め， 同虫が明 ら かに

汾ぷんzがぶ心川・り 萬の吸虫であることが わかったが， そ

の虫卵がかなり横川吸虫卵あるいは肝吸虫卵等に酷似し

ている事より，これから後のこれら吸虫類の研究にはか

なりの注意力を要するものと考えられるので，その注意

を喚起すると共に高知県が その流行地で あることを報

告する．

著者らの2 症例より とり出せる吸虫はYamaguchi

（1958 ）に よる分類からしても，最も小型の吸虫であるこ

と八 貯精のうは強じんな 筋肉性のもの からなる こと

（Seminal　vesicle　forming　strongly　muscular　expulsor）

より明らかにStellantchasmus 　j
｜5fj
と同定した・

＆丿lantchas））・，xs属 の吸虫は現在， 三種類報告されて

いる．即ち，恩知・西尾（1915）による ＆ぶ心・／湧公回巧

3

貯 精 の　う

径

－ 一
一116 ．7

（99．2）

幅径

（46 7

（120 ）

一 一
69 ―105

卵

長径

（65

（90 ）

－　一一一45

―75

巣

一
幅 径

－

3）　（70．0）
．＿＿＿＿　＿＿

（30）　 （50）

－　 －●一 一一一18
―48　27 ―48

（30 ）

（58 ）

（36 ）

39 ―51　30 ―45

（46 ） （41 ）

食 道 長

一 一
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46 ．7―107 ．3

74

＝ ＝ ＝ ・ －

－ － 一 一

30 ―54

（38）

－

（38 ）

7 ）

C58 ）

（　17　）

70 ―105

一 一

39 ―123

30 ―51　　75 ―150

圉5 ）

－

一 一

ル 臨tus 　Onji　et　Nishio，　1915 ， 勝 田 （1931 ，　’32） に よ

る 汾どllanlch心 ノμ。j ルrnwsanus 　Katsuta ，　1931， お よ びStellantch

心7／・心 戸y弘j りcirrata　（Witenberg ，　1929 ）　（Syリ1．S

．　amplicaecal 八Katsuta ，　1932 ） の三 種 であ る が ， 現 在

吾 国 に お け る 人 体 寄生 例 とし て は 前X ル ／tヽd／心 の み が

広 島県 （赤 木 ら ，　1953 ）， 岡 山 県 （高 橋 ，　1929　；　富 永 ら1946

） か ら報 告 さ れ ， 他 の 地 域 か ら はそ の 分 布 が 考 え ら

れ な が ら も見 出 され てい ない ．

こ れ ら の 種 は 勝 田 （1931 ，　’32）に よ る とX 力x‘／7・りsa－x

に冂 ま ざ，ルZ ω ／お に 比 べ て ，

1） 体 は 極 め て 微 小 ．

2 ） 前 咽頭 及 び 食 道 は 短 小 ．

3） 睾 丸 は 左 右 略 同 大 ， 同 位 置 ．

4 ） 卵 黄巣 は 左 右 各8 個 の 腺葉 よ り 成 る ．

5） 陰 茎 並 に 陰 の う を欠 き， 且 つ 生 殖 盤 を 所 有 せ ず ．6

） 卵 子 は形 微 小 に し て 正 卵 円形 を 呈 し ， 中 央 部 幅 広

く小 蓋 と の 移 行 部 は 緩 漫 に し て著 し き 隆 起 を 示 さ ず ， 卵

殻 稍 厚 く し てCZ 回りzイhis　sinenふ 卵 と の 鑑 別 も 明 ら か

に区 別 し 得 る ．

と記 さ れ て お り， 本 種 が恩 知 ・西 尾（1915 ） に よ る ざ・

ル 友 心 凵 こつ い て の 計 測 値 よ り も 全 て の 部 位 に つ い て

か な り 大 き い が， そ れ は圧 平 標 本 に よ る 為 と 考 え ら れ

る ． 又X μ 四・osant・j と本 種 を 比 較 す る 時 ， 勝 田（1931 ）

の 報 告 に よ る も の よ り は る か に 大 き く ， 卵 黄 巣 が 小 塊 状

で あ り ， 睾 丸 が左 右 異 な り 位 置 が ず れ て い る こ と に よ り
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X ルIcatus により近いと考えられた．

又，　S．　pse・zゐ 劭ア匹7 とS ．　falcati。9と比べると，前

者は後者に比して

1） 体が大きく

2） 口吸盤は頗る大

3） 咽頭の槇径著しく大

4） 食道著しく長し

5） 腸管著しく膨大幅径広し

6） 貯精のうは短大茄子状を呈す

7） 睾丸は右側殊に大，腹面に近く存在す．

8） 卵黄巣は5 個乃至6 個の腺葉よりなる．

9） 卵子は形小，卵殻薄く，一般に細長

とある．本種はやや湯管が膨大し 輻径広くS ．　pseud－a

靠八法凵こ近い様であるが体の小さいこと，食道がさし

て長くなく，貯精のうが茄子状でなく紡錘形をし，卵黄

巣が腺葉でない こと等からS ．　pseudocヽかり たz とは異な

ると考えられた．

なお，我国で現在まで報告された種類は殆んどStell－4

が訪心以 心 ルIcat心 であり，わずかに宮崎（1946）が

鹿児島県の鼠から ＆ぶαがchasmus 　foΓxx2り，9回 心 を記録

しているのみである．

以上のことから， 木種は ＆ぶαがchasm お か か討心Onji

　＆　Nishio，　1915 と同定さ るべき ものと 考えられ

た．

尤も，同地方においてはすでに三島・山中（1959）が

魚類からその被のう幼虫を発見し人体感染も考えられる

ことを報告しているが実際にはその報告はなく，今回の

報告が始めて・ぐあり，今後この地方の調査には横川吸虫

卵や肝吸虫卵との異同に注意せねばならないと考えられ

る．

要　約

1963 年及び1964 年 の両年， 国立公衆衛生院において

各保健所あるいは衛生研究所からの細菌検査学科受講生

の糞便検査と虫体の検索から，高知県出身者にStellant－chasr

μ／／タルIcatus　Onji　＆　Nishio，　1915 の寄生するこ
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とを認め，同地方が同吸虫の高浸淫地と考えられたので

報告する．
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同母虫の貯精のうを示す．
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HUMAN　INFECTION　WITH　STELLANTCHASMUS

oN 」I　ET　NISHIO，　1915　（HETEROPHYIDAE）

IN　KOCHI　PREFECTURE

NOBORU　KAGEI ，　Tomoo 　OSHIMA ，　Kazuo　ISHIKAWA

＆

Michie　KIHATA

（f）八，ぷo 。／≒Parasitol。gy，　The　Instit。Z。げ ？。blic　Health，　Toky。）

The　prevalence　of　intestinal　parasites　has　been　investigated　in　the　student　of　the　Institute

of　Public　Health　in　1963　and　1964，　and　human　Stellとmtchas。1。s　falcati。5　infection　was　found　attwo　cases

．　Both　two　patients　have　been　living　in　Kochi　Prefecture．　Case　l　was　45　years　oldfemale　harboring　l　

，　089　adults，　and　Case　II　was　35　years　old　male　only　6　adults．　These　werethe　first　report

of　human　cases　with　in　Shikoku　ls］and，　and　it　seems　that　ぶなllantchαsノタj．μ∫falcatus

　would　be　common　in　the　inhabitants　of　Kochi　Prefecture　who　have　habitually　eatenA

阮g・・y　cゆ ／￥ilus　Li。，xα。us．　and £iza　ha。。，α／。む＆j必（Temminck 　＆　Schlegel）。

（20 ）




